
藻
川
地
区
東
側
の
水
田
で
一
一

月
七
日
、「第
二
回
津
軽
凧
揚
げ

五
所
川
原
大
会
」
が
開
か
れ
、
 

畳20枚ほどもある大』III.に観衆もびっく 

こ
の
日
は
、
時
折
二
十
屑
近
 

凧
揚
げ
に
は
絶
好
の
風
と
あ
っ
 

津
軽

一
円
か
ら
約
二
百
人
が
参
 

い
強
風
と
地
吹
雪
に
見
舞
わ
れ
 

加
し
ま
し
た
。
 

る
悪
天
候
と
な
り
ま
し
た
が
、
 

市 民 憲 章 （昭和59年10月1日制定） 

か
い
・
．
 

た
ん
の
う
し
て
い
ま
し
た
。
 

ほ
ど
）
の
ジ
ャ
ン
ボ
凧
が
デ
モ
 

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
披
露
さ
 

れ
、
参
加
者
と
見
物
に
訪
れ
た

人
達
は
凧
揚
げ
の
だ
い
ご
味
を
 

又
、
こ
の
日
は
岩
木
凧
の
会

の
西
の
内
一
一
百枚

（畳
二
十
枚
 

高
校
・
一
般
同
十
二
枚
以
上
」
1
 

十
枚
）
、c
ク
ラ
ス
（
同十
一
枚

以
下
）
、
D
ク
ラ
ス
（
中学
生
以

下
で
同
十
枚
以
下
）
に
分
か
れ

て
行
わ
れ
、
参
加
者
の
最
高
は

西
の
内
六
十
五
枚
と
い
う
大
凧

も
参
加
し
ま
し
た
。
 

て
地
区
住
民
を
は
じ
め
約
一
千

人
が
見
物
に
訪
れ
ま
し
た
。
 

同
大
会
は
、
藻
川
凧
の
会
と

一
野
坪
凧
の
会
、
金
山
凧
の
会

が
主
催
し
、
第
十
八
回
五
所
川

原
雪
ま
つ
り
の
協
賛
行
事
と
し

て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
 

競
技
は
午
前
十
時
か
ら
始
ま

り
、
A
ク
ラ
ス
（
団
体
西
の
内

三
十
一
枚
以
上
）
、B
ク
ラ
ス
（
 

ロ
昌
回
目
軽
凧
日
り
お
会
囲
む
記
邑
 

麟I灘麟 

,
 毎

号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
o
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
o
 

、 

ニ
百枚
（
畳ニ
十
枚
）
の
大
凧も
初
参
加
 

昭和63年 

石658 

3 

わた＜したちの先人は、不擁不屈の五所川原 
・，魂をもつてあらゆる困難を克服し新田を切り 
、：．開き、今日の活力に満ちた五所川原市を築き
ら 上げました。 

わた＜したちは、この伝統を継承し、広
い視野に立って西北津軽の人マと協調
し、郷土の限りない発展を願って、こ
こに市民憲章を定めます。 

一．八広報 

③こしかわら 
発行 五所川原市

〒O37 

青森県五所川原市字岩木町12 

ftO173-⑩2111(fj 

編 集 総務部秘書企画課

印 刷 和 光 印 刷 

市の人口 総数51. 255人（男24.584・女26,671) 世帯数14,928(1)131日現在） 	（毎月2回  1日・15日発行） 

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつ＜ります。 

⑥自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつ＜ります。 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつ＜ります。 

⑨文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつ＜ります。 

⑨未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆ＜郷土をつ＜ります。 
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文化奨励賞贈る 
今年度から指導者賞を新設 

市スポーツ賞・文化奨励賞表彰式 

昭
和
六
十
二
年
度
の
市
ス
ポ
 

ー
ッ
賞
・
文
化
奨
励
賞
の
表
彰

式
を
二
月
二
十
日
、
市
中
央
公

民
館
で
行
い
ま
し
た
。
 

市
ス
ポ
ー
ッ
賞
は
ス
ポ
ー
ツ

活
動
ゃ
ス
ポ
ー
ッ
の
振
興
に
、
 

市
文
化
奨
励
賞
は
文
化
活
動
に
、
 

そ
れ
ぞ
れ
優
れ
た
成
績
を
お
さ

め
ら
れ
た
個
人
や
団
体
に
対
し

て
市
が
贈
る
も
の
で
、
表
彰
式

に
は
関
係
者
約
二
百
五
十
人
が

出
席
し
ま
し
た
。
 

本
年
度
の
ス
ポ
ー
ッ
賞
は
、
 

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
功
績
の
あ

っ
た
成
田
栄
一
さ
ん
と平
川
吉
 
 

道
さ
ん
に
功
労
賞
が
、
本
年
度

か
ら
新
た
に
設
け
ら
れ
た
指
導

者
賞
は
小
野
亮
さ
ん
、
下
山
匡

さ
ん
、
寺
田
昭
郎
さ
ん
、
佐
藤

健
郎
さ
ん
、
岩
山
政
則
さ
ん
に
、
 

ま
た
、
全
日
本
卓
球
選
手
権
大

会
カ
ブ
の
女
子
シ
ン
グ
ル
優
勝

の
斎
藤
五
月
さ
ん
な
ど
個
人
六

士
一
人
、
二
士
1
1団
体
に
贈
ら

れ
、
五
回
受
賞
が
四
個
人
、
五

団
体
、
十
回
受
賞
が
二
個
人
、
 

一
団
体
と
な
って
い
ま
す
。
 

一
方
、文
化
奨
励
賞
は
、
全

日
本
お
か
あ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
全

国
大
会
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
 
 

し
た
五
所
川
原
女
声
コ
ー
ラ
ス

な
ど
個
人
二
十
七
人
、
六
団
体

に
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

表
彰
式
で
は
、
個
人
一
人
ひ

と
り
と
団
体
に
賞
状
と
記
念
品

を
贈
っ
た
後
、
阿
部
祥
吾
教
育

委
員
長
が
「
今
回
の
受
賞
を
契

機
に
、
さ
ら
に
研
鏡
を
積
み
、
 

市
民
と
し
て
の
名
誉
と
自
分
の

た
め
に
な
お
一
層
の
ご
活
躍
を

心
か
ら
お
祈
り
し
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
市
長
代
理
の
吉
岡

良
三
助
役
と
、
川
浪
重
次
郎
市

議
会
議
長
が
そ
れ
ぞ
れ
お
祝
い

の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
 

最
後
に
、
受
賞
者
を
代
表
し

て
南
小
の
小
田
桐
章
史
さ
ん
が
 

「す
て
き
な
賞
を
あ
り
が
と
つ
っ

こ
れ
か
ら
も
練
習
に
励
み
ま
す
」
 

と
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
式
を

終
わ
り
ま
し
た
。
 

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

（
敬称
略
）
 

、
。
■
 
、
 

【
 
●

ー
 

■
》
【ノ
 

、
‘
．.
I
 

◆
功
労
賞
 
成
田
栄

一
 
（
銃
剣

道
）
、平
川
吉
道
（陸
上
）
 

◆
指
導
者
賞
 
小
野
亮
（
バ
レ
 

ー
ボ
ー
ル
）
、下
山
匡
（
五
一
中

教
員
）
、寺
田
昭
郎
（
南小
教
員
）
、
 

佐
藤
健
郎
（
五
商高
教
員
）
、岩
 
 

山
政
則
（
少
林寺
拳
法
）
 

★
個
人
 

◆
卓
球
 
江
良
和
彦
、
三
上
都
 

（
以
上南
小
2
）
、斎
藤
五
月
（南

小
4
）
、福
田
真
智
子
、
古
川
史

子
（
以
上南
小
5
）
、神
健
介

（
 

み
な
み
卓
球
ス
ポ

ー
ッ
小
年
団
 

）
、横
山
幸
子
、
青
山
佐
織
、
櫛

引
英
嗣
（
以
上五
一
中
3
）
、杉

山
洋
子
（
五
三
中2
）
、堀
内
美

和
（
東
奥女
高
1
）
、櫛
引
理
恵
 

（
同高
2
）
、境
谷
恭
子
（
同高
 

3
)
  

◆
陸
上
 
森
紀
彦
、中
野
秀
樹
 

（以
上
五
一
中
1
）
、須
藤
広
美
、
 

一
戸
美
乃
（以
上
五
一
中
3
）
、
 

小
野
忍
（
五
四
中1
）
、今
佳
織
 

（
五
商高
1
）
、阿
部
珠
美
（
木

造
高
2
）
、藤
田
直
樹
（
五
農高
 

2
）
、工
藤
柾
輝
（同
高
3
）
、井

上
孝
久
（
五
工
高3
）
、佐
藤
寛

保
、
安
田
信
昭
（
陸
上
競
技
協

会
）
 

◆
柔
道
 
一
戸
晃
樹

（
柔道
少

年
団
）
、川
浪
泰
子
（
五農
高
1
）
、
 

成
田
琢
也
（
同高
3
）
、
 一戸
建

知
具五
商
高
3
）
、成
田
光

（
八

戸
高
専
4
）
、斎
藤
信
幸
、
対
馬

智
、
平
川
真
吾
、
太
田
満
（
以

上
市
青
協
）
 

◆
少
林
寺
拳
法
 
高
松
佳
孝
（
 

五
一
中
1
）
、福
士
淳
（五
二
中
 

1
）
、中
川
真
、
佐
藤
武
（
以
上
 

1日1円でご家族の安心を 
交通災害共済 に 
家族そろって加入しましょう。 

※詳レいことは、市役所市民課（交通防犯対策室二雷⑩ 2川番内線280番へ 

戸
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市スポーツ賞 
市スポーツ賞 

成田信昭さん、葛西二三彦さん、五農高柔道部が10回受賞 

,
 

新
入
隊
す
る
若
者
達
を
激
励
 

ー
 
北
五地
区
自
衛
隊
官
連
絡
協
ー
 

五
工
高
2
）
、桜
庭
直
美
、木
村

兼
幸
、
原
芳
久
、福
井
勇
、
工

藤
由
香
（以
上
五
一
高2
）
、米

谷
修
一
、鳴
海
理
香
、
川
瀬
由

美
子
、
神
孝
子
、
木
村
美
雪
（
 

同
高
3
）
、棟
方
昭
二
、櫛
引
和

雄

（以
上
少
林
寺
拳
法協
会
）
 

◆
相
撲
 
江
良慈
彦

（
五
四中
 

3
）
、成
田
琢
也
（五
農
高
2
）
、
 

葛
西
二
三
彦
（
五
農高
教
員
）
、
 

葛
西
孝
彦

（
五
商高
教
員
）
、太

田
久
光
、
山
中
啓
三
、
松
居
司
 

（以
上
市
青
協
）
 

◆
銃
剣
道
 
白
取
暁
（
銃剣
道

協
会
）
 

◆
空
手
 
鶴
谷
綾
子
（
五
高3
)
 

◆
レ
ス
リ
ン
グ
 石
岡
宏
康
（
 

光
星
学
院
高
3
）
、小
坂
明
（
日

大
2
)
 

◆
射
撃
 
小
田
切
秀
道

（
猟友

会
五
所
川
原
支
部
）
 

◆
五
回
受
賞
 
堀
内
美
和
、
櫛

引
理
恵
、
境
谷
恭
子
（以
上
卓

球
）
、成
田
光
（
柔道
）
 

◆
＋
回
受
賞
 
安
田信
昭

（
陸

上
競
技
）
、葛
西
二
三
彦
（相
撲
）
 

★
団
体
 

◆
卓
球
 
南
小
男
子
卓
球部
、
 

同
女
子
卓
球
部
、
み
な
み
卓
球

ス
ポ
ー
ッ
少
年
団
、
五
一
中
男

子
卓
球
部
、
同
女
子
卓
球部
、
 

五
三
中
女
子
卓
球
部
 

◆
陸
上
 
五
一
中
男
子
陸
上
部
、
 
 同

女
子
陸
上
部
 

◆
柔
道
 
五
所
川
原
柔
道
ス
ポ
 

ー
ッ
少
年
団
、
五
所
川
原
柔
道

少
年
団
、
五
農
高
柔
道
部
、
五

商
高
女
子
柔
道
部
、
五
所
川
原

柔
道
会
、
市
青
年
団
協
議
会

◆
野
球
 栄
小
野
球
部
、五
一
中

野
球
部
、
五
東
高
軟
式
野
球
部

◆
少
林
寺
拳
法
 
五
工
高
少
林

寺
拳
法
部
、
五
一
高
男
子
少
林

寺
拳
法
部
、
同
女
子
少
林
寺
拳

法
部
 

◆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
 
五
商
高
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
部
 

◆
バ
レー
ボ
ー
ル
 蒼
空
ク
ラ
ブ

◆
相
撲
 
五農
高
相
撲
部
 

◆
五
回
受
賞
 
み
なみ
卓
球
ス

ポ
ー
ッ
少
年
団
、
五
一
中
女
子

卓
球
部
、
五
工
高
少
林
寺
拳
法

部
、
五
商
高
女子
ソ
フ
ト
ボ

ー
 

ル
部
 

◆
十
回
受
賞
 
五
農
高
柔
道
部
 

」
く
レ
し
辱
に
【
功
当
旦
 

、
ノ
！‘
ー
》イ
フ
【丑
唾

E
?
 

★
個
人
 

◆
書
道
 
佐
々
木
千
恵
（
松
野

木
小
3
）
、寺
田
康
行
（
五
一
中
 

2
）
、中
川
美
雪
（五
商
高
3
）
、
 

若
林
芳
子
、横
嶋
美
由
起
（
以

上
五
庚
会
）
、太
田
聡
美
（
松
島

小
1
）
、工
藤
真
理
子
（五
一
一
中
 

2
）
、片
岡
節
子
（
同中
3
）
、
 
 

長
尾
千
穂
子
（
同中
2
）
、中
川

潤
一
（五
農
高
1
）
、片
岡
和
人
 

（
同高
3
）
、佐
々
木
八
重
子

（
 

五
二
中
1
）
、野
呂
勝
美

（
幾世

森
）
 

◆
珠
算
小
野
生
子
（
木造
高
2
)
 

◆
ポ
ス
タ

ー
 
小
笠
原
大樹
（
 

田
川
小
2
)
 

◆
図
画
 
渋谷
昌
洋
、小
笠
原

朱
海
、
神
里
美
（
以
上
田
川
小
 

5
）
、鎌
田
美
砂
子
（
第一
さ
つ

き
保
育
園
）
 

◆
作
文
 
山
田
安
希
子
（南
小
 

3
)
 

◆
詩
 
古
川
美
紀
子
（南
小
3
)
 

◆
俳
句
 
川
浪
善
嗣
、
川
浪
麻

里
（以
上
藻
川
小
6
）
、成
田
市

子

（
五
所川
原
俳
句
会
）
 

◆
版
画
 
坂
本
一
真
（
五小
6
)
 

◆
感
想
文
 
藤
丸
勝
美

（
八重

菊
）
 

◆
標
語
 
藤
丸
ッ
ェ
（
八重
菊
）
 

★
団
体
 

◆
合
唱
 
五
所
川
原
小
合唱
部
、
 

五
所
川
原
合
唱
団
、五
所
川
原

女
声
コ
ー
ラ
ス
 

◆
吹
奏
楽
 五
所
川
原
吹
奏
楽

団
 

◆
図
画
 
第
一
さ
つ
き
保
育
園

◆
作
文
 
南
小
学
校
 

◆
五
回
受
賞
 
中
川
美
雪

（
五

商
高
）
、中
川
潤
一
（
五
農高
）
 

西
北
五
地
区
自
衛
官
募
集
事

務
連
絡
協
議
会
（
会長
・
森
田

市
長
）
で
は
二
月
十
九
日
、
市

中
央
公
民
館
で
「西
北
五
地
区

自
衛
隊
新
入
隊
予
定
者
激
励
会
」
 

を
新
入
隊
予
定
者
を
はじ
め
父

母
、
協
力
会
な
ど
の
関
係
者
約

三
百
人
が
出
席
し
て
開
か
れ
ま

し
た
。
 

同
激
励
会
は
、
こ
の
春
西
北

五
の
高
校
を
卒
業
し
て
自
衛
隊

に
入
隊
す
る
若
者
達
（女
子
一
一

人
を
含
む
八
十
五
人
）
を
励
ま

す
た
め
に
開
か
れ
た
も
の
で
す
。
 

激
励
会
で
はま
ず
、
会
長
で

あ
る
森
田
市
長
が
「
国
を
守
る
 
 

と
い
う
最
も
崇
高
な任
務
に
つ

か
れ
る
皆
さ
ん
に
心
か
ら
激
励

を
送
る
と
と
も
に
、皆
さ
ん
の

今
後
の
ご
健
闘
を
心
か
ら
期
待

し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ

ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
入
隊
予
定
者
の

紹
介
と
記
念
品
贈
呈
の
後
、
菊

池
武
正
自
衛
隊協
力
会
県
連
合

会
長
と
春
藤
浅
七
自
衛
隊
父
兄

会
県
支
部
連
合
会副
会
長
が
激

励
と
お
祝
い
の
こ
と
ばを
述
べ

ま
し
た
。
 

そ
の
後
、先
輩
隊
員
と
し
て

陸
自
第
九
偵
察
隊
一
等
陸
士
の

成
田
正
さ
ん
が歓
迎
の
こ
と
ば
 

を
、
ま
た
入
隊

予
定
者
を代
表

し
て
五
所
川
原

農
林
高
校
の
小

田
桐
剛
さ
ん
が
 

「今
日
の
こ
の

感
激
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
一

生
懸
命
努
力
し

ま
す
」
と
力
強

く
誓
い
の
こ
と

ば
を
述
べ
ま
し
 

た
。
 

森田会長に誓いのことばを述べる
小田桐剛さん（左） 
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恒
例
の
「
五
所
川
原
雪
ま
つ

り
」
が
一
一月
＋
一
・＋
四
の
両

日
、
市
民
文
化
会
館
と
市
庁
舎

前
お
祭
り
広
場
を
会
場
に
開
か

れ
、
親
子
づ
れ
な
ど約
七
千
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

こ
の
雪
ま
つ
り
は
、市
観
光

協
会

（三
上
理
会
長
）
が
主
催

し
、
市
、
市
教
委
な
ど
二
十
一
一

団
体
の
後援
で
開
催
し
て
い
る

も
の
で
、
今
年
で
十
八
回
目
に

な
り
ま
す
。
 

初
日
の
開
会
式
で
は
、三
上

会
長
の
あ
い
さ
つ
に引
き
続
き
、
 

名
誉
大
会
長
で
あ
る
森
田
市
長

が
「
こ
の
雪
ま
つ
り
を契
機
に
、
 

雪
を
克
服
、
雪
に
親
し
み
、
親

子
の
ふ
れあ
い
を
さ
ら
に
深
め

て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
を

述
べ
ま
した
。
 

そ
の
後
、歌
謡
・
津
軽民
謡
・

津
軽
民
謡
手
踊
り
の各
コ
ン
ク
 

ー
ル
が
行
わ
れ
、西
北
五
か
ら

約
百
人
が出
場
し
満
員
の
観
客

を
楽
し
ま
せ
ま
した
。
 

ま
た
十
四
日
は
、時
折
吹
雪

も
よ
う
と
な
る
天
候
の
中
、
お

祭
り
広
場
で
「ズ
グ
リ
回
し
」
、
 

「雪
上
親
子
綱
引
き
」
、
 「雪
上

カ
ル
タ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

今
回
は
ズ
グ
リ
回
し
に
二
十

ニ
チ
ー
ム
、
綱
引
き
に
十
ニ
チ
 

ー
ム
、
雪
上
カ
ル
タ
に二
十
六

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
観
衆
か
ら

盛
ん
な
声
援
を
受
け
な
が
ら
健

闘
し
て
い
ま
した
。
 

さ
ら
に
、
ま
つ
り
期
間
中
お

祭
り
広
場
に
は
、大
型
の
ス
ベ

リ
台
が
設
け
ら
れ
子
ど
も
達
の

人
気
を
集
め
ま
し
た
。
 
 

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
 

で
す
。
 

（
敬称
略
）
 

◆
雪
上
親子
綱
引
き
 
①飯
詰

子
ど
も
会
 
②
野
里
子
ど
も

会
 
③
若
葉
県
営
子
ど
も
会
、
 

金
山
子
ど
も
会
 

◆
雪
上
カ
ルタ
 
①
田
園
町
子

ど
も
会
A
 
②
川
端
町
子
ど

も
会
B
 
③
野
里
子
ども
会
 

A
、
第
一
千
鳥
町子
ど
も
会

◆
ズ
グ
リ
回
し
 
①
飯
詰
子
ど

も
会
B
 
②
金
山
子
ど
も
会
 

A
 
③
田
町
栄
町
子
ど
も
会
 

B
、
湊
子
ど
も
会
A
 

◆
歌
謡
・
津
軽民
謡
・
津
軽民

謡
手
踊
り
 

歌
謡
の
部
 
①
山
川
光
徳
（
新

宮
町
）
、②
秋
田
厚
子
（
幾
世

森
）
 

津
軽
民
謡
の
部
 
①
成
田
重
蔵
 
 

（
鶴
田
町）
、②
小
山
内
ちよ
 

（
漆川
）
 

津
軽
民
謡
手
踊
り

（
少
年個
人

の
部
）
 
①成
田
純
子

（
木造

町
）
、②
山
口
祐
恵
子
（
同）
 

同
（
一
般個
人
の
部
）
 ①
工

藤
直
美
（木
造
町
）
、②
芹
川

弘
枝
（
同
）
 

同
（
一
般
団
体
の
部
）
 
①
芹

川
弘
枝
外六
名
（鯵
ケ
沢
町
）
、
 

②
三
和
さ
ち
外六
名
（
市
浦

村
）
 

◆
津
軽
凧
揚
げ
大
会
 

A
ク
ラ
ス
 
①
津
軽
凧の
会
（
 

市
浦
村
）
、②
豊
田
凧
の会
（
 

木
造
町
）
川
除
凧
の
会
（
同）
 

B
ク
ラ
ス
 
①
清藤
良
男
（
青

森
市
）
、臭

フ
清
（
鶴
田
町
）
、
 

三
浦
修
（鶴
ケ
岡
）
 

C
ク
ラ
ス
 
①
工
藤
末
三
郎
（
 
 

一
野
坪
）
、②
小
笠
原
武
文
（
 

浪
岡
町
）
、秋
元
治
平
（
一
野

坪
）
 

D
ク
ラ
ス
 
里
回橋
慎
吾

（
藻

川
）
、②
小
笠
原
浩
（
浪
岡
町
 

）
、小
笠
原
美
夏
（同
）
 

一月
ト
四
1
1に
は
、
ま

つ
り
協
賛
行
事
と
し
て
脚

中
三
五
所
川
原
イ
ベ
ン
ト

開
発
委
員
会
で
ま
つ
り
参

加
者
に
対
し
、凧
と
豚
汁

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま

し
た
。
大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
した
。
 

.
 

.
 

.
 

.
 

.
 

.
 

婆
 

 

開会式であいさつをizi べる森田市長 

 

「ワッショイ、ワッショイ」 
力が’入いる綱引き 

 

各心ザ、、 
「ノ、イッ、 あ‘)ました」 



消
防
団
員
ら
が
雪
お
ろ
し
奉
仕
 

五
所
川
原
消
 

の
を
受
け
て
自
主
的
に
行
わ
れ

防
署
と
市
消
防
 

た
も
の
で
、
消
防
署
の
レ
ン
ジ

団

（加
藤
兼
顕
 
ャ

ー
部
隊
八
人
と
消
防
団
貝
十

団
長
）
で
は
一
一
 
九
人
が
参
加
し
、
市
内
元
町
、
 

月
＋
八
日
、
雪
 

田
町
、
飯
詰
、
長
橋
な
ど
八
か

下
ろ
し
が
で
き
 

所
の
一
人暮
ら
し
老
人
宅
を
ー
ー
 

ず
に
困
っ
て
い
 

班
に
分
か
れ
て
実
施
し
ま
し
た
。
 

る
市
内
の
一
人
 

消
防
署
で
は
、
窓
や
勝
手
口

暮
ら
J
老
人
家
 

な
ど
の
除
雪
を
念
入
り
に
行
い
、
 

庭
の
屋
根
雪
下
 

い
ざ
と
い
う
と
き
の
避
難
口
の

ろ
し
奉
仕
を
行
 

確
保
を
今
回
の
奉
仕
の
重
点
に

い
ま
し
た
。
 

置
い
て
お
り
、
あ
わ
せ
て
暖
房

こ
れ
は
、
去
 

器
具
な
ど
の
点
検
も
行
い
ま
し

る
十
二
日
に
市
 

た
。
 

豪
雪
対
策
本
部
 

o
 
o
 

が
設
置
さ
れ
た
 

。
 
。
 

教
育
振
興

会
に

5
万
円
 

ひ
 

 

へ
 

 

-A墓らし老人宅の屋根雪下ろし奉仕をする 
i肖彫引可1昌i垂 

芽 t'i7緊創立十月 住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
「栄
」
を
め
ざし
て
 

、・
珠
誹
平
一
雅
声
鳩
往粉創
立
十
周
年
を
祝
う
 

コ
ミ
ュ
 ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
栄

で
二
月
十
一
日
、
 「栄
地
区
住

民
協
議
会
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
栄
創
立
十
周
年
記
念
式

典
」
が
地
区
住
民
約
百
十
人
が

出
席
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
 

式
典
で
は
ま
ず
毛
内
務
地
区

住
民
協
議
会
長
が
「
創
立
十
周

年
を
契
機
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ー
ー
 

テ
ィ
作
り
の
交
流
の
輪
を
広
げ
、
 

住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
を
目
指
し
、
 

一
一
十一
世
紀に
向
か
っ
て
さ
ら

に
、
躍
進
し
て
い
き
た
い
」
 
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

続
い
て
来
賓
と
し
て
市
長
代

理
の
吉
岡
助
役
が
「
創
立
十
周

年
ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
。
今

後
、
皆
さ
ま
方
に
は
他
地
区
の

模
範
と
し
て
、
明
る
く
心
ふ
れ

あ
う
ま
ち
づ
く
り
が
ま
す
ま
す

推
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

「
コ
ミ
ュ
 ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
 

栄
」
 
は
昭和
五
十
四
年
二
月
に

開
設
、
同
時
に
町
内
会
や
P
T
 

A
、
子
ど
も
会
、
老
人
ク
ラ
ブ

な
ど
の
代
表
が
理
事
と
委
員
に

な
り
住
民
協
議
会
が
結
成
さ
れ
 

講演する石崎宜雄教授 《
 

ま
し
た
。
 

住
民
協
議
会
は
こ
の
十
年
間

に
、
地
区
ぐ
る
み
の
盆
踊
り
大

会
や
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
す
る

な
ど
活
発
な
活
動
を
続
け
て
お

り
、
生
花
や
油
絵
、
英
会
話
、
 

ダ
ン
ス
な
ど
計
十
二
の
教
室
、
 

愛
好
会
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
日
は
式
典
終
了
後
、「今

の
社
会
は
こ
れ
で
い
い
の
か
」
 

と
題
し
た
石
崎
宜
雄
青
森
大
学

社
会
学
部
長
の
記
念
講
演
が
開

か
れ
ま
し
た
。
 

同
協
議
会
は
、
昭
和
六
十
年

九
月
に
日
ご
ろ
の
コ
ミ
ュ
 ニ
テ

ィ
活
動
が
認
め
ら
れ
、
自
治
省
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
モ
デ
ル
地
 

‘
 

区
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
同
地
 

区
は
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
「栄
」
 

を
目
指
し
て
着
実
に
前
進
し
て
 

お
り
、
式
典
に
出
席
し
た
人
達
 

も
喜
び
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

国
際
 
ソ
 
ロ
 
プ
 

騒
と
『」駕
 

警
」鰐
「
 

手
さ
 
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
 

麟
」薫
鈴
 

長
田
 
で
は
二
月
九
日
、
 

晴
「
 
市
教
育
振
興
会

教
什
 
i
「
i
主
，
Z「
一
 

喬
艮
 
に
五
万円
を
寄

高
員
 
付
し
ま
し
た
o
 

チ
 
ミ
  
ス
 k
I
 

こ
の
日
は
、
同
ク
ラ
ブ
の
和

島
雪
乃
歳
入
委
員
長
と
蒔
田
恵

智
子
さ
ん
が
教
育
委
員
会
を
訪

れ
、
高
橋
教
育
長
に
目
録
を
手

渡
し
ま
し
た
。
 

同
ク
ラ
ブ
は
、
発
足
し
て
か

ら
今
年
で
満
四
年
、
教
育
振
興

会
（
の
寄
付
も
四
回
目
と
な
り
、
 

関
係
者
か
ら
大
変
感
謝
さ
れ
て

い
ま
す
。
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皆
さ
ん
が
現
在
持
っ

て
お
ら

れ
る
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
及
び
国
民
健
康
保
険
退
職
被

保
険
者
証
は
、
三
月
三
十

一
日

で
有
効
期
限
が
き
れ
ま
す
。
日

程
表
に
も
と
づ
い
て
更
新
し
ま

す
の
で
、
必
ず
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
 

更
新
さ
れ
た
新
し

い
被
保
険

者
証
を
病
院
に
お
出
し
に
な
ら
 

な
い
と
、
医
療
費
の
全
額
を

支

払
う
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
更
新
の
際
は

現
在
使
用
し
て
い
る
被
保
険
者

証
を
必
ず
持
参
し

て
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

更
新
し

た
ら
 

内
容
を

確
か

め
て
 

新
し

い
被
保
険
証
に
更
新
し

た
ら
、
ま
ず
内
容
を
確
か
め
て
 

く
だ
さ
い
。
 

「住
所
」
 
「氏
名
」
 
「生
年

月
日
」
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
保
険
年
金
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

新
し

い
被
保
険
者
証

は
、
四

月
一
日
か
ら
有
効
と
な
っ

て
い

ま
す
が
、
三
月
中
に
更
新
し
ま

す
の
で
、
お
医
者
さ
ん
に
か
か

る
時
は
新
し
い
被
保
険
者
証
を
 

今 窓
ロ
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
継
続
し
て
治
療
を
受

け
て
い
る
方
も
、
新
し

い
被
保

険
者
証
を
早
速
病
院
等
の
窓

口

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
 

国
保
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
市
保
険
年
金
課

（
胃
⑩

ニ

一
一
一
番
内
線
二
六
三
番
）
 

被
保
険
者
証
を
更
新
し

ま
す
【
・
 
必ず
お
忘
れ
な
く
 

昭和63年（1988年）3 月 1日 

  

広報ごしょがわら （第658号）⑥ 

      

      

地区別更新場所及び日程 

対 象 地 区 曜
  

時 	聞 更新場所 

毘 沙 門 地 区 3 月24日 木 午前 9時～午前12時 毘沙門支所 

梅 	沢 	地 	区 3 月24日 木
  

午前9時～午前12時 梅沢支所 

二 	好 地 	区 3 月24日 木
  

午後1時～午後4時 三好支所 

ヒ 	和 	地 	区 3 月24日 木
  

午後1時～午後4 時 七和支所 

飯 	‘Il 	地 	区 3 月25日 金
  

午前 9時～午前12時 飯詰支所 

長 	橋 	地 	区 3 月25日 金
  

午後1時～午後4時 長橋支所 

松 	島 	地 	区 3 月25日 金
  

午前9時～午前12時 
市役所 
2階ロビー 

栄
 
区

地
咽
 
A凸
 

む
 

み
 
F
一
 
 

3 月25日 金
  

午後1時～午後4時 
市役所 
2階ロビー 

中 3 月26日 土
  

午前9時～午前12時 
市役所 
2階ロビー 

栄町、田町、蓮沼、 
元町、不魚住、鎌谷
町、烏森、下リ枝、 
八重菊、一ッ谷、新
町、柳町、岩木町、 
川端町 

3 月28日 口
月
 

午前 9時～午後4 時 市

2
 

役
階
 
所

ロ
 

一
 

 ビ
  

本町、布屋町、弥生
町、東町、大町、旭
町、敷島町、雛田、 
上平井町、中平井町、 
下平井町、幾世森 

3 月29日 火
  

午前9時～午後4時 
市役所 
2階ロビー 

寺町、柏原町、錦町、 
幾島町、末広町、新
宮町、芭蕉、小曲、 
松島町、新宮、長橋
橋Jし、湊団地、若葉 

3 月30日 水
  

午前9時～午後4時 
市役所 
2階ロビー 

期日に更新できなか 
一J た人 

（各支所を除く地域） 
3 月31日 木

  
午前9時～午後 4 時 

市役所 
2階ロビー 

期日に更新できなか
った人 
（各 	支 所 分） 

3 月26日～ 
4 月28日 

各 支 所 

5 月2 日以降 市役所 
保険年金課 

「ご飯もうて入とロ運動Jに 
ご協力を, 

主食である米の消費量は、年々減少傾向にあり、現在の一人当り年間消費量は約75kg（一
日当り茶わん約4 杯分）となっています。 

今、米は消費の減少などによって生産過剰が心配されることから、63年度から新たに生産
調整のための緊急対策が実施されることになりました。 

この対策は、米30万トン分を転作などによって減少させるというものですが、その量を国
民一人が一日に食べる量に換算すると約10 g（ひとロ）に相当します。 

わが国の稲作の安定と食管制度を守っていく上で、どうしても需給バランスを回復させる

ことが必要であり、このため、みんなでもうひと口程度多く食べてもらうことが重要なこと

です。 

ご飯もうひと口運動にご協力をお願いします。 

ー五所川原市水田農業確立対策協議会― 
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シルハー人材センター 

会員募集 
シルバー人材センターは、 高年齢者の就業ニー 

ーズ等に対応すーるため、就業機会のあっせん等、 

様々な角度から皆さノくーのお手伝いをする機関で、 

す。 

現在、 本年4 月の設立に向けて会貝を募集し

ています。 

ン入会資格 60歳以上で、健康かつ勤労意欲の

ある人。 

※事業主の皆さんノ＼ 

高年齢者でもできるイ士事がありましたら、 

どのような仕事で・もかまいませんのでご連絡

くノごさい。 

ン連絡・お問い合わせ先 

市シルバー人材センター設立準備委貝会（市

商工観光靖果内胃国>2111番内線 2 6 0 番） 

、、出会いをもとめて万 

第2回青年のフエスティバル 
第 1回・第 2 回県青年の船に参加した若者達

がェネルギーを結集し、 『出会いをもとめて』 

をテーマにフェスティバルを開きます。 

西北五の多くの若者達の参加を待っています。 

ン日時 3 月20日 （日）午後 2 時30分、～ 6 時

＞場所 市中央公民館 

ン内容 交流会、サークルの発表、講話、青年

の船のPR、アンケート調査、質疑応答

※詳しいことは、木村智明さん（市内石岡字藤

巻21-19廿⑩ 4 7 0 3 番）へお間い合わせく

ノごさい。 

主催 県青年の船の会五所川原市フェスティノぐ

ル実行委貝会（21クラプ） 

スキー大会参加者募集 
ー市 ス キ ー協会ー 

回第30回市民スキ 大会 

レ日時 3 月 6 日（日）午前 9 時～ 

ン場所 神山スキー場 

レ申込締切 3 月 3 日正午まて三 

⑥第 6 回西北五ジャイアン ト・スラローム大会 

レ日時 3 月13日（日）午前 9 時～ 

ン場所 神山スキー場 

レ申込締切 3 月 6 日正午まてき 

※お申し込みや詳しいことは、大会事務局（市 

内布屋町55・西北スポーツ内頭5>7845番）へ 

どうそ’。 

農業者年金現況届の 
提出を忘れずに 

現在、農業者年金の経営移譲年金及び老齢年 

金を受謙合している人は、 3 月31日まで’に現況届 

を提出しましょう。 

ン用紙の送付一毎年 2 月農業者年金基金から直 

接本人あてに送られています。 

ン証明・確認一現況届には、受給者の印のほか 

市長の印と農業委員会長印が」必要です。市役 

所の市民課（住民登録が支所にある場合は支 

所）で、‘必ず先に生存証明を受けてから、農 

業委貝会で確認を受けてください。 

〔注〕 証明及び確認は、 3 月 1 日以降に受け 

てくノごさい。 

ン提出期限ー現'I兄j雷の提出期限は 3 月31日で’す 一 

が、 それまで’に提出されブないと年金の支才去い ’ 

が一時差し止められますので、 ご注意くださ 

い（年金をはじめて受けられるようになって 

から、 1年を過ぎていない人は提出する‘必要 

はありません）。 

※詳しいことは、農協又は市農業委貝会事務局 

（廿電ら>2111番内線 2 2 9 ・2 3 0 番）へお問 

し、て各わせく ノごさい。 

長期婦人電気講座受講生募集 
―東北電力五所川原営業所 

ン対象 主婦を中心とした婦人層 

＞期間 4 月から12月 （ 8 月を除き毎月1回） 

レ会場及び時間 東北電力（株）五所川原営業 

Iリi。午前10時から正午まで’ 

ン募集人員 3 0 名程度 

＞受講料 無料 	 一 

）講習内容 4 月一開講式、 5 月一講習（電気 ’ 

の基礎知識）、 6 月一実習、 7 月一料一理実習、 

9 月一施設見学会、10月一実習、11月一米斗理 

実習、12月ー閉講式 

ン申込締切 3 月31日 

＞申し込み先 電話で東北電力（株）五所川原 

‘営業所・’営業言果サーービスイ系（か電ら)2 151番内線 

3 3 4 番）へお申し j入みく ”× い。 

篤著ぎんの作品を農示 
響§議縦．霧酉，北中央病院-: 蕊難 
西北中央病院精神科では、患者さんの作業療 

法の作品展を開催します。 

多数のおいでをお待ちしています。 

ン日時 3 月17・18日午前10時～zF後 6 日寺 

ン場所 市働く婦人の家 

レ展示品 陶器、松カサ細工、手芸、書道、卵 

モザィクほか 



みんなの健康教室 
レ日 日寺 3 月 2 5 日（金〕午後 1時 

レ場 所 保健センター 

＞講 師 斎藤 春雄先生 

（斎藤産婦人科医院長） 

ンテーマ 「婦人の腰痛について」 

主 催 北五医師会・市民保健協議会 

みんなの健康教室テレフォンサービス実施中 
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「愛の献血」お願いします 児童手当改正の 

~ 

, 

ただいま県内では輸皿用の聞液が大変不足し、 ただり誓町讐豊二讐誉鷲足し 	 おしらせ 
大ピンチです。手術等で多量に輸血を必要とし

ている方々へ市民の皆さん、愛の献血をお願い

します二， 

期 	日 時 	 間 場 	 所 

3 月 1日 

（火） 

午前10時から 
午前11時15分まで 

毘沙門・長富コミ 
ュニテイセンター 

正午から 
午後 1時まで 

山口メリャス工場 

午後 1時30分から
午後 4 時まで 

東北電工 
五所川原営業所 

3 月17日 

（木） 

午前10時から 
正午まで 

市役所お祭り広場 

午後 1時から 
午後 4 時まで 

マルトモ 
デパ一ト駐車場 

3 月29日 

（火） 

午前10時から 
正午まで 

、
、
、
 

 
コ
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プ
タ
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中
  午後 1時から 

午後 4 時まで 
県合同庁舎 

昭和63年 4 月 1 日からは義務教育就学前の児 

童を含む18歳未満の児童を 2 人以上養育してし、 

る人で収入が一定の額未満の場合に 2 番目の児 

童から支給されます。 

なお、 自分のお子さんでなくても、その児童 

を監護し、一定の生計関係があれば受給できる 

場合があります。 

また、義務教育就学前の児童には、やむを得 

ない事由のため就学困難と認められ、現に就学 

していない児童が含まれます。 

ン受給資格者 

昭和57年 4 月 2 日以後に生まれた児童（ 4 月 

1 日現在で・満 6 歳未満） を含む18歳未満の児童 

を 2 人以上養育していること。 

ン支給額 

児童手当の額は、 2 人目の子どもについては、 

月額2,500円、3 人目以降の子どもについては、 

1人につき月額5,000円が支給されます。 

現在申請書を受添」一中で’す。 

申請書を提出されないと受給することができ 

ません。 

実際の支払いは 6 月からになります。 

なお、公務員については、事業所からの支まl、 

いになりますので届出は不要で・す。 

レ申請の際に必要なもの 

(1）保険証 

(2）銀行のロ座番号一 

(3）印鑑 

(4）児童手当用所得証明書（税務課から） 

ただし本年1月1 日以降に転入の方は前住所 

地から。 

詳しいことは市民課（か電5>2 111番内線276番） 

へどうぞ。 

住所の変更は 

14日以内に手続きを．ノ 
市内で住所が変わった人は、14日以内に印鑑、 

国民健康保険証を持参して、市民課窓ロで・手続

きをしてくノごさい。 

※詳しいことは、市民課記録係（か電5>2 111番内

線 2 7 8 番）へどうぞ。 
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